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会長 お祝の言葉      会長 棚橋 顯さん 

敬老会員の皆様おめで
とうございます。敬老会
員と呼ばれることについ
て抵抗がある方もいらっ
しゃるとは思いますが、
私たちの理想の姿として
これからもますますお元
気でお過ごしくださいま

すようお願い申し上げます。 
本日はお祝いの席ですのでお赤飯をご用意してお

ります。このお赤飯についての話をしようと思い資
料を探していたところ、JA 主催の第 46 回「ごはん・
お米とわたし」作文・図画コンクールにおいて、お赤
飯を題材にして書いて農林水産大臣賞を受賞した女

子中学生の素晴らしい作文がありましたので朗読を
させていただきます。 
『誕生日には赤飯でお祝いを』 

茨城県筑西市立下館西中学校 3 年 平井 華乃 
私の祖父は 60 年以上、料理人としての人生を送っ

ている。その道に進むきっかけは、祖父の幼少期にさ
かのぼる。戦後すぐに生まれた祖父は、家が貧しく、
日々の食事も満足にできないくらいであったという。
白米がとても特別で貴重な時代だ。そんな話を、家族
全員が集まるお正月や夏のお盆の時に聞かせてくれ
るのだ。そんな時代だから、誕生祝いができる余裕が
なかったのも理解できる。そして、その度に、祖父の
人と成りを再認識し、今日の平和で、満たされている
日常に感謝するのだ。 

そんな祖父が、いつも欠かさず家族一人一人の誕
生日に、作ってくれるお赤飯がある。祖父が、学校を
卒業し、料理人になるため家を出、修行していた若か
りし頃。年に一度あるかないかの帰省時に、祖父は母
親（私にとっては曽祖母）が、お赤飯を作って待って
いてくれたらしい。それが、豊かになった象徴と感
じ、嬉しかったのだと言う。その想いが詰まったもの
こそがお赤飯なのだ。祖父は自分以外の、祖母、父、
母、弟達、伯母、伯父、いとこ達、そして私。一年ほ
ぼ毎月、祝いのお赤飯を作ってくれる。 

その日は、前日から仕込む。翌朝、朝一番で祝える
ようにと、早朝からとりかかり作る特別なお赤飯だ。
季節によって、収穫された栗や、ささげがたっぷり入
れられ、黒ごまをふんだんにかけられて、とっても美
味しい。祖父の祝う気持ちが込められているから、な
おさら、私は嬉しいのだ。 

そもそも、なぜお赤飯がお祝いやめでたい時に食
べられているのか。調べてみると、おもしろいことが
分かった。まず赤い色に注目すると、邪気を払う力が
あると信じられ、赤米を神様に供える風習があった
そうだ。ちなみに、祖父が作るお赤飯は、ささげとい
って、あずきによく似た豆が使われている。あずきよ
りも大きめで、少し黒っぽい。煮ても皮が破れにく
い、縁起を担ぐ豆なのだそう。日本ではさまざまなお
赤飯の種類があるそうで、甘納豆を入れ、甘かった
り、しょう油を入れたり、里芋や落花生、小豆やごま
砂糖、大納言小豆を入れたり、クチナシの実で色付け
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したり。その土地の特色を活かしたお赤飯があるこ
とが分かった。どれを見ても、祝う気持ちで作られて
いることが、よく分かる。 

祖父にお赤飯の作り方を教えてもらった。前日か
ら、ささげを水洗いし、水から火にかけアクを取りな
がら水を足しつつ炊くのだ。煮汁と、優しく研ぎ水切
りしたもち米を一緒につけておく。そこであの赤い
色がつくのだ。翌日、調度良い火かげんでせいろで蒸
すのだ。へらで混ぜたり、打ち水をしたり。話を聞く
と、大変そうだ。完成すると、ひのきで作られたおひ
つに入れるのだ。おひつに入れると、なんとも言えな
い香りが包み込み、いちだんと幸せな気分がわいて
くる。ふたを上げ、布巾をめくると、ふっくら盛られ
たお赤飯がきらきらして、茶わんによそうと、特別な
お茶わんに変身するのだ。家族皆が揃ってそれを口
にする時、皆同じように、誕生日の人を祝う気持ちに
なる。祖父のお赤飯にはそんなパワーがある。おひつ
のお赤飯がカラッポになると、おひつを丁寧に念入
りに洗う。 

天日干しにした後、次の出番の時まで、ふろしきに
包まれる。この大きなおひつに、私達家族が満足する
ほどの幸せが込められているのだ。幸福を表すなら
ば、これが私の幸福なのかもしれない。 

そんな素敵な時間を与えてくれる祖父に、心から
感謝している。これからも、祖父には、元気でいてほ
しい。いつか私が、その味と想いをひき継げるその日
まで。 

 

ニコ BOX 

(敬老会員の皆様、本日はおめでとうございます)     
棚橋会長 

(敬老会員の皆様、本日はおめでとうございます。加
藤博之さんお祝いの言葉、芹澤さんお礼の言葉よろ

しくお願いします)           中井幹事 
(80 才になります。今後ともよろしく)  岩佐さん 
(敬老のお祝いの品、ありがとうございました) 

吉田(利)さん 
(敬老の皆様、おめでとうございます。くれぐれも車の
運転等ご注意ください)         髙村さん 
(敬老の日おめでとうございます。ますますお元気で、
これからもよろしくお願いします)    福西さん               
(寺本さん、お仕事ありがとうございました)藤掛さん 
(敬老会員の皆様、おめでとうございます。これから
も元気でお過ごしください)       野村さん 
(昨日はゴルフと歓迎会ありがとうございました) 

秋元さん 
                         

本日合計       27,000 円 
（ニコニコ DAY1 名分  2,000 円を含む） 

累  計      891,000 円 
 

幹事報告                中井 規博さん 

【地区】 
・9 月 6 日 第 2 回ロータリー財団全委員会 
（出席：長瀬さん） 
・9 月 9 日 クラブ公共イメージ向上委員長会議 
（出席：芹澤さん） 
・9 月 12 日 第 3 回ラーニング委員会 
（出席：寺本さん） 
 
【配布物】 
・第 4 回理事会案内書 
・推薦委員会案内書 
・ガバナー補佐訪問 懇談会案内書 
・第 2 回クラブアッセンブリー案内書 
・ガバナー訪問案内書 
・創立 60 周年記念実行委員会案内書 
・第 1 回タスキ会会案内書 
・藤岡カントリークラブ ゴルフ会コンペ案内書 
・ゴルフ会取り切り戦の商品についての結果案内 
 

 

金沢ロータリークラブ例会参加報告 
9 月９日(月)～10 日(火)に金沢に行ってまいりま

した。 
メンバーは棚橋会長・室原会長エレクト・柳澤直前会
長・寺本 60 周年実行委員長・沼野副幹事・藤掛前幹
事と私中井の 7 名です。 
 9 日に電車で移動し、夜には金沢みなとロータリー
クラブの高直前会長・松井会長エレクト・能田副幹事
とご一緒して、美味しいお魚とお酒を堪能し、３次会
までとても和やかな雰囲気で心地よい歓迎を受けま
した。 
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翌 10 日は例会に参加させていただき、増江会長の

ご挨拶で始まり、棚橋会長からは友好クラブである金
沢みなとロータリークラブとの交流を昨年度は一度
も行えなかったお詫びとこれからはより強い絆でお
付き合いをして頂きたいとお話しされました。 
 例会後に、我々の 60 周年記念事業として、今年 1
月に起きた「能登地震」で被災した地域に向けた「復
興事業」を共同で行いたく、前日の 3 名に加え、増江
会長・四藤幹事と懇談会を開催しました。 
 まずは共同で復興事業を行うことが決定し、今後は
オンライン会議などで話し合いを進めていくことを
確認しました。以上です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お祝いの言葉    親睦活動委員 加藤 博之さん 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

皆様こんにちは。会員を代表致しまして「お祝いの
言葉」を述べさせていただきます。 

敬老会員の皆さま、本日はおめでとうございます。
私も名古屋みなとロータリークラブに入会させて頂
きまして早や 3 年が経ちました。〔変な奴が入って来
たな！〕と思われた方々もいらっしゃったと思います
が、大先輩でもある皆さまの温かな目配り、気配り、
リーダーシップで素晴らしいロータリー生活を送ら
せて頂いております。私は冒頭にもお伝えしたように
無知な変な奴です。右も左も分らぬまま入会初年度に、
ゴルフ会で榊原温泉へ泊りで行った時の宴会での事
です。当時何をしていいかも分からず座っておりまし
たら、（おい！加藤君！先輩が動いているのに何座っ
ているんだ！）と芹澤さんからご指導が入りました、
パッと見ると中井さんがバーテンダーの様に皆さん
のドリンクを作っていました。ハッ！と気付き駆け寄
ったところ（これは僕の仕事だから！と追い返されま
して） （本当ならもう一押しすれば良いのですが）そ
のまま席に戻ると今度は室原さんが立ち上がって鍋
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の番をしていましたので、代わります！とお伝えしま
したら（外でも、家でも僕の仕事だ）と言われまして
そのまま座っていたら、また芹澤さんから（加藤君！
先輩が動いているぞ）とご指導が入りました。室原さ
んも（僕が良いって言ったんだよ！）とかばって頂け
ると有り難かったのですが全集中で鍋奉行をされて
おりましたので全くの無視でございました。だけども
今まで自分が経験したことのない普通では常識的な
事かもしれませんが実際には知らない、こういう自分
みたいな人間も存在します。ですので暖かくご指導を
して下さる先輩方には感謝をしており、入会当初より
少しは社会人らしく成長をしているのかと思い、とて
も感謝をしております。 

私はプロ野球が好きで毎年家族で楽しんで観てお
りますが、間も無く、読売巨人軍が優勝しようとして
おります。自分の見解で間違っているかもしれません
が今年の阿部監督の元、チームがガラリと変わりまし
た。去年までの原監督の元では若手が 1 軍へ上って来
ても失敗が許されない！みたいな空気で伸び伸びと
プレーが出来ない、その選手を監督に提言したコーチ
も責任を取らされるといった環境でチームとしては
バラバラ！一致団結と言ったチームにはほど遠い環
境だったと思います。 

しかし！今年は、監督、コーチ、を初めベテラン選
手がサポートし若手選手が伸び伸びと力を発揮でき
るスタイルに様変わりした結果が今、良い風にチーム
カラーとして出ているのだと思います。やはり優勝す
るチーム、強いチームというのは（全員が大谷選手な
ら話は別ですが）ベテラン選手と若手選手とのバラン
ス、信頼関係が大事だと思いまして、ベテラン選手が
若手の指導、道しるべとなり若手選手がそれに答え、
勢いそのままに力を発揮出来る環境を持つチームが
最強だと思います。 

まさに！今の、名古屋みなとロータリークラブがそ
うで私の入会後、素晴らしい方々が入会されて来まし
た。今の先輩方が伸び伸びと力を発揮できる環境を作
ってくださっており、最強のチームになれると確信を
持っております。大先輩方が築き上げて参りました歴
史と伝統を守りさらに発展して行ける様、努力をして
まいります。 

敬老会員の皆様、これからも暖かく、時には厳しく、
ご指導の程、宜しくお願い致します。そして大先輩の
皆様が築き上げた、歴史と伝統ある名古屋みなとロー
タリークラブを盛り上げるよう後輩会員一丸で、尽力
してまいります。 

皆様のご健康、ご健勝、そしてご活躍を祈念致しま
して私からのお祝いの言葉とさせていただきます。 
本日は誠におめでとうございます。 
 
 
 
 
 

お礼の言葉      第５４代会長 芹澤 謙一さん 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

加藤さんお祝いの言葉ありがとうございます。お祝
いの言葉かと思ったら、途中巨人軍の優勝の話になり
どうなるのかと思いましたが、最後にはまとまって、
きちんとしたお祝いの言葉を頂きありがとうござい
ます。 

今年度から私もこの会に出るようになりました。つ
いに後期高齢者という言葉は嫌いなので、高貴な高齢
者の仲間入りをしました。敬老例会のネーミングを昨
年度から変えたいと言っていたのですが、色々問題が
あって変えることができませんでした。次年度以降に
ぜひ変えて頂きたいなと思っております。 
こんな形で赤い花をつけて頂いて非常に複雑な心境
です。自分が 75 才になったとは認識が無い、よくよ
く考えてみれば確かに７５歳だなと思うんですが、歳
ばかりは誰も追い越せませんし皆さんもやがてこう
いう事になるんですね。遅いか早いかの違いだけです。 

私が入会した時の話を少しします。私は 1992 年の
9 月に入会しちょうど 32 年になります。思い返せば
よく 32 年もやってきたなと思います。途中で２回ほ
ど退会したいと正直思ったことがありました。１回は
事業が苦しい時期があり、ロータリーよりも会社を優
先したいということが１回ありました。もう１回は何
だったか忘れましたが気持ちを切り替えてという事
だったと思います。 

今は辞めなくて非常に良かったなと思っています。
素晴らしい仲間といつも一緒にいられる、夜の例会や
ゴルフも含めて色んな所に皆さんと行ける、例会を楽
しめることが事は非常に幸せな事だと毎日実感して
います。新入会員の皆さんも、やがてそういう気持ち
になっていただけると思います。どうかロータリーラ
イフを十分楽しんで頂いてこれからの人生の糧にし
ていただきたいと思います。今日は本当にありがとう
ございました。 
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第 2 回 クラブ戦略委員会 議事録 

とき   9 月 13 日（金）13：30 
ところ 名古屋マリオットアソシアホテル 

     17 階「桐」 
出席者 寺本 長瀬 猪子 橋本(美) 
    藤掛 棚橋 室原 7 名（敬称略） 

「会員満足度アンケート」について 
      ⇒ ・現在集計中であり、あと数名で全員提出

となるので、実施意義に鑑み、全員提出
を完了するまでお願いを続けていく 

         ・結果を子細に検討した上で、この中から
検討すべき主要議題を採り上げ、議論を            
進める 

          ・その途上でさらに訊きたいポイントが
あれば、記述回答形式によるアンケート
をさらに実施する可能性も視野に入れ
る 

          ・今回得られた意見集約から、創立 60 周
年記念事業の柱となる「テーマ」を決め
るきっかけとして使えるとよい 

 
    2. 「クラブ細則の改定」について 

⇒ ・先回提議された「改定案」に基づき、各
項目について精査し、追加･改定すべき
文言について、次回までに子細に検討   
を進める 

・細則の改定に続いて内規の改定も必要
になると思われるため、それを前提と
して細則で定める部分を明確化して、
改定作業に当たることを確認      

     
 ※次回会議予定 

   第 3 回 クラブ戦略委員会 
2024 年 11 月 22 日(金)  13:30～ 

 
A グループ家庭集会報告 

とき     令和 6 年 9 月 6 日 18：00～ 
ところ    割烹 まるぜん 
       名古屋市中区錦 2-13-1 

 宮本ビル B1F 
リーダー   橋本 
サブリーダー 加藤(昌)(報告者) 
出席者    山田(胖)、加藤(茂)、村田、林 

  6 名(敬称略) 
 山田胖さんの乾杯の挨拶で始まりました。テーマは
「創立 60 周年を迎えるにあたって」ということで自
由闊達にお酒が入り話が弾みました。記念事業では、
港エリアで開催をして花火を上げるなど、おもてなし
を重要視し親睦から、みなとおもてなし「武将隊」を
つくり、皆様を迎えるなど意見が上がっていました。
60 周年に向けて各会員がより親交を深めていきたい
と思いが強くなりました。 
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月 日 今後の例会予定 

9 20 例会変更 夜間例会「八勝館」 
Partnerʼs Night 

27 休会 

10 

4 港友例会 17F「コスモス」 
新入会員自己紹介 横山佑希さん 

11 ガバナー補佐訪問 
16F「タワーズボールルーム」 

18 休会 

25 ガバナー公式訪問 
16F「アイリス」 
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